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  ２月１７日(土)に瀬戸市文化センターにて開催、第１部５８名・第２部３９名の参加がありました。 

 

第１部 「瀬戸まちの課題解決応援補助金」活動成果報告会 
 

本年度は「はじめの一歩活動」部門３団体、瀬戸市

まちづくり協働課、情報政策課、建設課、都市計画課、

環境課と実施した「テーマ型協働活動」部門５団体の

一年間の成果発表がありました。 

『はじめの一歩』では、産後ケア講座を実施し子育

て世代への支援をした団体、国籍も年代も様々な方

へ向けてサロン交流を企画・実施した団体などから報 

告がありました。『テーマ型』では、協働による『まちの課題解決』に向けての足掛かりとなる活動報告

がありました。審査員からは、「課題や難しさも感じたと思いますが、この活動を継続して行い、瀬戸市に

広げていけるような一歩として欲しい。」などと講評がありました。  

                         

第２部 ワークショップ交流会  
 
「瀬戸のええとこ知っとこまい～市民活動団体らしい「新・せと

八景」をみつけよう～」をテーマに、交流会を行いました。 

始めに、瀬戸・尾張旭郷土史研究同好会の平井氏による大

正時代に編纂された「瀬戸八景」の紹介がありました。その後、

地域ごとにグループに分かれて「新・名所」を選び、「瀬戸デジ

タルタワー」「水野川沿いの散策路」「南公園の萩御殿」「品野 

祇園祭」「光陵エリア全体が見晴らしの丘」「マメナシの林」「瀬戸キャニオン」「本業窯の登り窯」と

いう新たな八景が生まれました。また、１月に発生した能登半島地震を受け、改めて防災の大切さを再

認識するための防災クイズを行いました。最後に、瀬戸・陶龍門さんのパワフルなよさこい踊りを見て

一緒に踊って盛り上がるなど、皆さんで交流を深めました。 

２０２４年３月２７日≪７６号≫ 
 
＜発行：瀬戸まちの活動センター＞ 

〒４８９-００４４ 

瀬戸市栄町４５番地 パルティせと３階 

TEL (０５６１)９７-１１６１ 

FAX (０５６１)９７-１１７１ 

E-mail  seto-npo@ma.gctv.ne.jp 

https://www.gc-net.jp/seto-npo 

 

市民活動ステップアップ交流会開催！ 
瀬戸のええとこ知っとこまい～市民活動団体らしい「新・せと八景」をみつけよう～ 
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登壇者 梅村佳範さん（朝日インテック株式会社社長室広報チーム副チームリーダー･瀬戸市企業アンバサダー）  

野々垣賢人さん（瀬戸くらし研究所所長）  

おおたに さえこさん（コンシェルジュ PLUS代表） 

日比野貴彦さん（SETO まち LIVE＆GIG実行委員会）  

コーディネーター 高橋ひろ子さん（ラジオサンキューパーソナリティ）  
今年度は４名の登壇者をお招きし、講演の後は他己紹介での交流や名刺交換の歓談時間を設けて、

和やかに異業種交流をしました。 

梅村さんは瀬戸で働き暮らす社員が企画・取材して作

成した地域情報誌※１で地域の魅力を伝える意義や企業

の社会貢献について語り、会場にはスポンサー契約をし

ているラブリッジ名古屋※２の髙島瑠里子選手もかけつけ

ました。（※１「INTE-LLIGENCE」  ※２ 女子サッカーチーム） 

野々垣さんは、末広町商店街に‟ツクリテ”を育てる複合施設『瀬戸くらし研究所』を開き、瀬戸で起

業を目指す人の支援をしていきたいと話されました。 

おおたにさんは「クライアントの生きづらさの解消」のため、生前整理・遺品整理・家事代行を行い、

瀬戸でも増えている高齢者が少しでも住みやすくなるよう生前整理の必要性を講演活動で伝えている

と話されました。 

日比野さんは、瀬戸を音楽が溢れる街にしたいと市内の商店街と協働して音楽イベントを開催して

おり、音楽を愛する方々と一緒に繋がりを広げていきたいと話されました。 

瀬戸の魅力を発見した様々な業種の方々が共に繋がり合って発信していくことで、住みたいまち住

み続けたいまちになっていける、そんな手ごたえを感じる交流会となりました。 

 

 

 

 

  

 

３月８日の国際女性デーにちなんで、女性のエンパワーメントを支援するイベントを実施しました。 

奈良県立万葉文化館から、井上さやか博士（文学）を招いて講演会「１３００年の時を超えて～万葉

歌人からのメッセージ～」、その後の座談会、ミモザの花を使ったワーク、瀬戸市立図書館の協力を得

てのテーマ図書展示、ミニマルシェなど、さまざまな催しを

行いました。講演会では古代に生きていた人々の暮らしを

歌から読みほどき、時代が変われば常識も変わり、今私

たちが当たり前だと思っていることも実は当たり前ではな

いことを気づかせてもらいました。また会場では、ミモザの

花に見立てたメッセージカードでエールを送り合う企画も

実施し、来場者の方々も参加して、みんなの想いが込めら

れたミモザが満開になりました。 

男女共同参画推進事業 

「トライアングルフェア 
～エールを送ろう、誰もが輝く瀬戸を目指して～」開催しました！ 

3 月 9 日(土)10:00～14:00 パルティせと 4 階 

参加人数：のべ 100 名 

3 月 2 日(土) 13:30～16:00 

パルティせと 4 階 マルチメディアルーム 参加人数：50 名 
異業種交流会 

～ 住みたいまち瀬戸の魅力発見！発信！～ 開催しました！ 
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ガールスカウト愛知県第６６団  

  ガールスカウトは自然をフィールドにした活動、

地域に根付いた活動、世界と繋がる活動等、年代

に応じた活動を重視しています。その一つ一つの

実体験が少女の可能性を伸ばします。 

近年はコロナ禍で対面での事業が制限され、活動

が思うようにならず寂しい想いをしてきましたが、瀬戸

市建設課と協働して、「みんなで、つかい、はぐくむ公園

づくり」をテーマに活動を行う機会を得ることができま

した。建設課、效範連区自治協議会と三者で、地域の小さな公園の除草作業や遊具の補修を

し、きれいになった公園で一緒にスモアを焼いたり遊んだりと地域の皆様と楽しく交流しました。

ガールスカウトのことを多くの人に知っていただけて、大きな手ごたえを感じることが出来ました。 

様々な団体と「協働」することで活動の輪が広がり、大変嬉しく思います。 

 

 

 

新郷地域力推進協議会 
新郷地域力推進協議会は、➀地域交流 ➁防火・防災 ③防犯 ➃環境衛生 ➄高齢者福祉 

⑥さとの家 の６グループで活動しています。新郷地域交流センター『さとの家』は、毎年大変多

くの方にご利用いただいています。 

今回は、地域交流グループ活動の SHINGOU 冬 FES2024 を紹介します。コロナ禍を経て、

２月１８日（日）に４年ぶりに開催することができました。 

『さとの家』の駐車場ではキッチンカーが並び、日頃『さとの家』を利用されている方々の小物

販売や体験等があり、大ホールでは大正琴、フラダンス、琉球國祭り太鼓、社交ダンス、合唱、

舞・民族系楽器演奏等、１２チームの皆さんが日頃の練習成果を発表されました。ご家族、友人

などたくさんの方が来場され、多くの催しを楽しんで下さいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域力だより 

団体紹介 令和５年度瀬戸まちの課題解決応援補助金
テーマ型協働活動部門 
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地域+市民活動+瀬戸市で協働することにより課題解決の糸口を見つける「たねまき交流会」。 

今年度は「協働の輪から生まれる『チカラ』で！地域づくりの『何か』が変わる！」というテーマで行

いました。 

前半は、「瀬戸まちの課題解決応援補助金テーマ型協働活動部門」事業２団体の活動発表。最初

に、「地域の公園で育む協働の輪」として、ガールスカウト愛知県第６６団・效範連区自治協議会・瀬

戸市建設課が協働し、地域であまり活用されていない小さな公園の草刈りや遊具の補修をして、きれ

いになった公園で地域の方々と一緒に交流し楽しく活動した事例が発表されました。 

次に、ＮＰＯ法人デジタルライフサポーターズネット・西陵地域団体・瀬戸市情報政策課の「高齢者

が支えあうデジタルディバイト対策」というテーマでの協働では、高齢者を対象にしたスマートフォン講

習会についてや、どのように地域と協働していったのかが報告されました。 

どちらも、市民活動団体と地域と市が協働することによって、思わぬ効果が生まれ新しい視点で活

動をすることができたと話されました。 

後半の交流会では、地域の方々と市民活動団体とで、「地域の課題を探して！一緒にできることを

考えてみませんか？」というテーマでワークショップを行いました。「防災・子ども・高齢者」の分野でグ

ループに分かれ、それぞれ課題を一つ選び、その課題に対して自団体ができることを持ち寄って一緒

に何ができるのかを考えました。相互に場づくりする、人的交流を深める、継続的に実施する、町内別

年代別に小さな講座を開くなどの解決策は、それぞれの活動でも糸口になりそうなもので、今回をきっ

かけに協働の種が蒔かれ、次年度に向けての活動に繋がっていければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度に実施した事業】 

●楽しく学ぶ！防災あれこれ  ①講座②防災コンサート ２週に渡り開催 

●とくとーく交流会(市職員との交流会、協働のたねまき交流会)  

●交流フェスタを瀬戸まちの活動センターと共催  ●ステップアップ交流会の開催 

【令和６年度実施予定事業】 

●せと市民活動連絡会総会５月２５日（土）    ●ままのわフェスタ ７月１３日（土）協力 

●楽しく学ぶ防災あれこれ ８月２４日（土） ●交流フェスタ１０月１２日（土）共催       

●とくと～く交流会・・・年間２回開催予定（協働まちづくり講座、協働のたねまき交流会） 

●市民活動ステップアップ交流会２月１５日(土)  ●運営委員会（１２回） 

 

 
 

１月２７日(土)１３：３０～１５：３０ 

参加人数： ４１ 名 

せと市民活動連絡会はこんなことやっています！ 

☆瀬戸まちの活動センターは「せと市民活動連絡会」を応援しています☆ 
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団 体 名 
連 絡 先 

月 日 
時 間 内 容 

 
瀬戸市ウオーキング協会 
TEL：080-3065-7275(松原) 
 

4 月 7 日(日) 
9:00 集合 
 

ニュータウン街路樹の径と都市緑化植物園を訪ねる 
集合：JR 高蔵寺駅 解散：JR 高蔵寺駅 
距離：14km 申込：不要 
参加費：300 円（会員・高校生以下無料） 

5 月 5 日(日) 
9:00 集合 
 

中山道・鯉のぼりと垂井曳山まつりを訪ねて 
集合：JR 大垣駅 解散：JR 垂井駅 
距離：10km 申込：不要 
参加費：300 円（会員・高校生以下無料） 

6 月 2 日(日) 
9:00 集合 
 

いにしえの城址を巡る 
集合：愛知環状鉄道山口駅 解散：名鉄 尾張旭駅 
距離：S：8km L：13km  申込：不要 
参加費：300 円（会員・高校生以下無料） 

 
家族会「カワセミいろ」 
TEL：0561-41-3061（岩外） 
 

5 月 5 日(日) 
  

ひきこもり家族会 月例会 
場所：パルティせと 4 階 第 2 会議室 
参加費：200 円 定員：無  申込：不要  
対象：本人とその家族 
内容：家族が孤立せず、様々な思いを話しあい 

情報提供をする場  
 
瀬戸・尾張旭郷土史研究同好会 
TEL：090-4193-2378 (松本) 

6 月 8 日(土) 
集合 7：30 
帰着 19：30 
（予定） 

ええとこ訪ね隊「飛鳥」 
集合場所：瀬戸信用金庫本店前（瀬戸市駅東） 
行程：牽牛子塚古墳、キトラ古墳、石舞台古墳等 
参加費：7,000 円（バス代・弁当代・入場料込） 
定員 49 名（先着順）申込：電話、メール 

 登録団体イベントカレンダー 

☆イベントカレンダーに載せる情報をお待ちしています！☆ 

 

☆詳細は各団体へお問合せください☆ 

■「なるほど ザ 学習会」 パルティせと４Ｆマルチメディアルーム  

６月１２日(水)、１０月３０日(水)、１１月２１日(木）、１２月１１日(水)  

■「ままのわフェスタ inせと 2024」７月１３日(土) パルティせと５Ｆアリーナ・ホワイエ、４Ｆ 

■「交流フェスタ２０２４inパルティせと」１０月１２日(土) パルティせと５Ｆアリーナ・ホワイエ、４Ｆ  

■「フリールーム」 パルティせと４Ｆマルチメディアルーム 

８月８日(木)、９月６日(金)、２月２６日(水) 

■「市民活動ステップアップ交流会」 ２月１５日(土) 文化センター 

■「異業種交流会」  ３月１日(土) パルティせと４Ｆマルチメディアルーム 

■男女共同参画推進事業  １２月７日(土) 
 

瀬戸まちの活動センター 令和６年度の予定 

※都合により一部変更になる場合があります。 
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瀬戸まちの活動センター登録団体の皆様へお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ロッカーの貸与について 新年度申し込みのお願い 
 

利用期間  ： ２０２4年４月１日から２０２5年３月３１日まで 
ロッカー代    ： 無料（サイズ 縦４０cm横２５cm奥行き４５cm カギ付） 
申込方法  ： ３月３０日(土)までに、電話、FAX、または瀬戸まちの活動センター窓口へお願いします。 

利用希望団体が多い場合は、４月１日(月)に抽選し、各団体にご連絡いたします。 利
用決定後、活動センター窓口にお越しいただき、『同意書』に記入の後、使用開始とな
ります。引き続き使用される団体は、「かぎ引き換えカード」をご持参ください。        

使用方法  ： 「かぎ引き換えカード」（１つに付き５枚まで）を活動センター窓口にお持ちいただき、鍵
を受け取る。使用が終わりましたら鍵を返却しカードを受け取る。 

そ の 他  ： １団体１つ。４月以降に空きロッカーがある場合は随時受付けます。 
 年度途中で申し込まれた場合も申込日から３月３１日までのご利用となります。 

 

■ 広報せと「ほっとネットせと」 締切り日のお知らせ  

６月号・・・４月１6日（火）      ７月号・・・５月２１日（火） 

■ 

    ７月・８月・９月のイベント情報を５月２０日（月）までにお寄せください。 

■ 団体の情報提供にぜひご活用ください。 
地域で力を発揮している皆さんの団体紹介や開催する「講演会」「イベント」「講座」などがＰＲ 

できます。多くの方に知っていただき活動への理解を広めるよい機会となります。 

☆ 「広報 せと」内 『ほっとネットせと』 に掲載 

☆ FM放送「RADIO SANQ」毎月第１・2・5月曜日（予定） 

9:20・12:00・18:00・24:00放送（生放送または事前収録）（予定） 

☆ 瀬戸まちの活動センターＮＥＷＳ 「団体イベントカレンダー」 （年４回発行） 

☆ メールマガジン（パソコン・携帯） 月に１～２回配信 

■「瀬戸まちの活動センター 『facebook』」に団体情報掲載します。 
  活動センターの facebook ページのタイムラインに情報を掲載します。紙媒体よりも素早く情報発信が

可能です。コメント欄などから双方向コミュニケーションも出来るので、facebook に登録されている方

は瀬戸まちの活動センターのページも活用ください。 

■「瀬戸まちの活動センター 『ホームページ』」をご覧ください。 
活動センターのイベント情報、フリールームの情報や登録の案内、登録団体一覧やリンク集などの他、 

登録団体のイベント情報、「せと市民活動連絡会」のページを掲載しています。 

また、「瀬戸まちの課題解決応援補助金」の情報も掲載しています。 

☆URL http://www.gc-net.jp/seto-npo/ 

■ LINE 公式アカウントに、ぜひ友達追加してください。  

■ マスメディアに皆さんの活動情報を提供します。 
団体で開催する「講座」「講演会」「イベント」などの情報を新聞記者やケーブルテレビなどに
提供し、取材をしてほしい場合などは、瀬戸市の記者クラブに記事提供することができます。
ご希望の方は事前にご相談ください。 

 
【申込・お問合せ】 

瀬戸まちの活動センターへ電話・FAX・メールまたは窓口へ直接ご連絡ください。          

電話：（0561）97－1161 FAX：（0561）97－1171  E メール：seto-npo@ma.gctv.ne.jp 

 
「いいね！」 

お願いします！ 

 

公式 LINE 
QR コード 


